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図 1 　中央西日本臨床研究コンソーシアム構想
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施する治験および自主臨床研究の倫理審査を一括して
岡山大学病院で行うことができます．これによって，
多施設共同研究での倫理審査にかかる手順を岡山大学
で一元化することができ，各医療機関での倫理審査にか
かるプロセスの迅速化とコストの削減が期待できます．
3．契約業務の一元化
　企業治験は，通常，各実施施設が企業と個別に契約
を結んで行っています．本コンソーシアムでは，依頼
者である企業との契約を岡山大学が一括して行うこと
ができるため，各施設と個別に契約する必要が無くな
り，効率的かつ迅速に治験を実施することができます．
これは，実施施設のみならず，依頼者である企業にと
っても大きなメリットとなります．企業は本コンソー
シアムに依頼することにより，同時に複数の参加施設
と契約することが可能となり，施設選定も迅速に実施
することが可能になります（図 4 ）．
4．ネットワークを活用した施設間同士の情報共有
　ネットワークを通じて，臨床研究に関わる情報を参
加施設間で共有することができます．また，参加施設
から提供される患者情報を共有（レジストリ構築）す
ることにより，臨床研究の参加施設の選定や実施可能
性の判断を迅速に行うことができます．
5．施設ごとの事務作業の簡素化
　企業治験の場合には，岡山大学病院で一括して契約
業務を行い，倫理審査も中央倫理審査が可能であるた
め，各施設における事務的業務を簡素化することがで
きます．
図 3 　新医療研究開発センター
図 2 　中央西日本臨床研究コンソーシアムの概要
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6．e-ラーニング等による人材育成支援
　岡山大学病院で作成した e-ラーニング等の教育資
材を用いることにより，参加施設における人材育成（臨
床研究教育）を支援します．
中央西日本臨床研究コンソーシアムが目指すもの
　前述したように，中央西日本臨床研究コンソーシア
ムでは，既に58施設と協定書を交わし，業務手順書を
整備することにより，多施設共同研究を実施できる体
制を整えています．また，SS-MIX を用いた電子カル
テ共有システムを利用したリモート SDV を行うこと
によるモニタリング作業の効率化を目指しています．
中央西日本コンソーシアムでは，岡山大学のみならず
中国・四国地方のシーズを用いた治験と臨床研究を推
進することにより，メガホスピタルとして，新しい治
療薬や治療技術の開発に貢献することを目指していま
す．今後とも，皆様のご支援とご協力を何卒よろしく
お願い申し上げます．
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図 4 　多施設で実施する企業治験の場合
